
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
社会福祉の法制度、社会福祉サービスについて①

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
社会福祉の法制度、社会福祉サービスについて②

担 当 教 員 尾﨑　宏之 実務経験と
その関連資格

（実務経験）医療・福祉施設での生活相談員、介護支援専門員
（関連資格）社会保険労務士、社会福祉士、精神保健福祉士

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

日本の社会保障制度の全体像について

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

使用教材

教科書
（配布資料）

授業以外での準備学習
の具体的な内容

該当項目の確認

第
5
回

第
2
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

第
3
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

内　容

下記の内容が理解できる。（導入）
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

2026

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

各自で予習、復習を行うこと。不明な点は適宜、質問すること。

定期試験　70％　　出席評価　20％　　平常評価　10％

第
4
回

科  目  名

医療福祉総合学科

関係法規

科　目　区　分

社会保障・社会福祉（医学書院）
(補足資料は必要時配布する）

日本の社会保障制度、社会福祉、医療法規、社会保険などの理解を深める。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

普通教室１年 教室名

各コマに
おける

授業予定
医療保障制度と保険給付について

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
健康保険と国民健康保険について①

教科書、医療事務に関する資格・検定に準じて進める。



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
総まとめ

各コマに
おける

授業予定
労働保険制度について②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
公的扶助について

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
社会福祉の分野とサービスについて

第
15
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定

教科書
（配布資料）

授業の
方法 内　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定

第
7
回

授業以外での準備学習
の具体的な内容

健康保険と国民健康保険について②

第
6
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

後期高齢者医療制度について

該当項目の確認

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
労働保険制度について①

第
8
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

第
9
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
保険診療のしくみについて

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
介護保険制度について

第
14
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

第
12
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

第
13
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

第
10
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

第
11
回

教科書
（配布資料）

該当項目の確認

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

下記の内容が理解できる。

各コマに
おける

授業予定
公的年金制度について


